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　　　　近 赤外分光 分析計 を利用 した米の 食味 関連成分の 測定

第 1報　精米 中窒素 ， ア ミ ロ
ー

ス 含量及 びア ミロ グラム 特性の 測定

尾形　武文 ・川 村　富輝 ・原 園　皓二

　　　　 （福岡県農業総 合試験揚）

　　Analysis　of 　the　related 　components 　to　palatabi】ity　of　rice 　by　near 　infrared　spectoscopy

LAnalysis 　of　nitrogen 　content
，
　amylose 　content 　and 　amylographic 　characteristics 　of 　milled 　rice

　　　　　　　　　Takefumi　OGATA ，
　Yoshiteru　KAwAMuRA 　and 　Kouji　HARADA

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Fukuoka 　Agric，　Res．　Cent．）

　近年 ， 米 の 食味の 簡易判定 の ため種々 の食味計が開発，

市販され て い る
6）。しか し，現在まで の 食味計の 測定例を

み る と食味官能試験 と異 な る こ とも多 く，さ らに 食味計

の精度向上 が 望まれ て い る。

　一
方，近赤外分光法 に よ る 食味関連成分 で ある米粉 中

の タ ン パ ク 質 測 定 に つ い て の 報告
1｝は あ るが，ア ミ ロ

ー
ス

含量や ア ミ ロ グラム 特性 につ い て は な い 。

　そ こ で ，米 の 食味を簡易 に 判定す る ため に，近赤外 分

光分析計を用 い て食味官能評価 と相関の 高い 精米中の 窒

素， ア ミ ロ
ー

ス 含量及び ア ミ ロ グラ ム 特性
3）
の検量線の作

成 を試み ，さらに窒素 とア ミ ロ
ー

ス 含量 に つ い て 食味 計

と精度を比較した 。

　　　　　　　　　材料および方法

　供試材料は食味計に 関する 九州地域連絡試験に用 い た

襦岡，大分，熊本県 の 1991年産米 3 品種47点及び福岡農

総 試 （筑紫野市，行橋市）奨励品種決定調査 と裁培方法

の 異なる28品種85点 の 精米 （搗精歩合約 90％）を用 い た。

こ の 精米を粉砕後，全窒素，ア ミロ
ー

ス 含量及びア ミロ

グラム 特性 の 中の 最高粘度とブ レーク ダウン の 検量線作

成にそれぞれ79点 ， 72点 ， 57点 ， 66点を用 い た 。 これ ら

の 材料 を化学分析値が均
一

に分布する よ うに，検量線 の

作成用 ， 検定用及び精度確認の た め の 測定用試料に 3 区

分 した。全窒素は ケ ル ダー
ル 法，ア ミ ロ

ー
ス 含量 は テ ク

ニ コ ン 社製オー トア ナ ライザー一・・ll型，ア ミ ロ グラム 特性

は ブ ラベ ン ダービ ス コ グラフ を用 い て 測定した。また，

近赤外分析値 は 佐竹社製汎用食味計に組 み 込まれたプ ラ

ン ・ル
ーベ 社製イ ン フ ラ ライ ザ

ー500型を用 い た。

ス ペ ク トル に対 し ， 化学分析値 との 問 で 総組合せ計算に

よ る重回帰分析 を行 っ た。そ の 際 窒素 に反 応する2180

nm4 ｝
の 波長 を指定 して検量線を作成 し た。 使用波長数を

増加 して い くと，複数波長に おける吸光度と化学分析値

との 重相関係数 は 高 く なる が，予 想標準誤差 （SEP ） が

最小 の 検量線 を選択 し た。こ の た め ，
1786

，
2108，2180

nm の 3波長を使用した検量線の SEPがO．018と最小 であっ

たの で，こ の検量線を採用 した。こ の 検量線 の 近赤外分

析値と化学分析値 の重相関係数は o．992であっ た （第 1表）。

　検定用試料で検量線を検定すると，近赤外分析値 と化

学分柝値は 高 い 相関 （0．989） を示 し た （第 1 図）e

　さらに，測定用試料を用い て 化学分析値と平均値の差

を t検定した結果，t （19）＝ 1．944で あ り，こ の値は有意

水準 1 ％の 限界値t （19， 0，01） ； 2．861よ り小さく，得

られた検量線の 精度は高か っ た 。

　 こ の 検量線 に よる 近赤外分析値と食味計の 分析値 を化

第 1表　食味関連成分を推定する検量線作成に 使用

　　　　した波長，測定値 との重相関係数 ， 誤差

測 定項 目 便 用波長 （n 掘 ） R 　　SEE 　 SEP

窒

　 2e94　2180　　　　　　　　　　　0，963　0，048　　0．045

素　　1786　2108　2玉80　　　　　0，992　0 ，022　　0，018

　 1394　18ユ4　2122　2180 　0．995　0 ．018　　0．020
ア　 ミ　 ロ 　

ー
　ス

最　 高　 粘　 度

ブ レークダ ウ ン

1222　1686 　1906

1166　2122　1710

1642　2026

0．848 　0 ，985　　0．646

0．91　　19，3　　 35．5

0，69　　23，8　　　26，8

　　　　　　　　結果お よび考察

1e 精米中窒素含量 の 測定

近赤外分光分析計 の プ ロ グラム により， 試料36点 の原

注）Rは重掘関係数，SEEは標準誤差，　 SEPは予想標準誤差を示す。

第 2 表　精米中窒素含量の

　　　　 測定法間の 単相関

　　　　 （n ＝ 20）

　　　　　募離 食 味計

化 学 分 析値 O．9860 ．978

近赤外分祈値　　
一
　　〇．955

平成 4 年 4 月24日　 第69回講演会 で 発 表

第 3表 　精米中ア ミロ ー
ス

　　　　含量 の 測 定法間の

　　　　単相関 （n ＝ 　 29）

　　　　　糶 蝕 計

化 学 分 析 値 0、860　0．422

近赤外分析値　　一　　 〇．405

キー
ワ
ード： 米，近 赤外 分光法，窒素．

　 　 　 　 　 ラム 特性

ア ミ ロ
ー

ス ，ア ミ P グ
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第 1図　精米中の 窒素含量を推定する検量線の作成
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第 2 図　精米中の ア ミロ ース 含量 を推定する検量線の 作成

学分析値と比較する と，化学分析値 と食味計の B 成分 （タ

ン パ ク含量）との 相関係数は0，978で あ り，近赤外分析値

との 相関係数は 0．986とさらに 高 くな っ た （第 2 表）。

2 ．ア ミ ロ ー
ス 含量 の 測定

　 26点 の 試料の 2次微分ス ペ ク トル に対 し，化学分析値

との 問 で変数増加法 による 重 回帰分析を行っ た。そ の 結

果 ，
1222

，
1686

， 1906nmの 3波長 を用 い た検量線の SEP

は O．646と最も小 さか っ た の で ， こ れ を採用 した 。 こ の 検

量線 の 重相関係数は O．848で あっ た （第1 表）。

　検定用試料 で 検定す る と，近赤外分析値 と化学分析値

の相 関係数 は 0．848と高 か っ た （第 2 図）。さらに，測定用

試料で 化学分析値 と平均値の 差を t検定 した結果，t（16）＝

1，177で，こ れ は有意水 準 1 ％の 限界値 t（16 ，
0．Ol＞＝2．921

よ り小 さく， こ の検量線の 精度は高か っ た。

　こ の 検量線による近赤外分析値 と食味計 の 分析値を化

学分析値 と比較すると， 化学分析値と近赤外分析値の相

関係数は0，860で あっ た。しか し ， 化学分析値と食味計の

A 成 分 値（ア ミ ロ
ー

ス 含量 が 主成分 ）との 相 関係数 は O．422

と低 か っ た （第3 表）。

　近赤外分光法 に よる ア ミ ロ
ース の測定精度は 比較的低

い と され て い るが
2

 本研究 で は 比 較的高 い 検量線 が得ら

れた。しか し， 材料 の 幅 を 広 げた り，化学分析 の 測定方

法が異なる場合等 の 検討が必要で ある。

3 ．ア ミ ロ グ ラム 特性 の 測定

　最高粘度 （23点），ブ レ
ー

ク ダウン （27点）の 試料 の 2

次微分ス ペ ク トル に対し ， ア ミ ロ ース 含量 の 検量線作成

と同 じ よ うに重 回帰分 析 を行 っ た。採用 し た検量線に よ

る近赤外分析値 との重相関係数は0，91で あ っ たが ，ブ レー

ク ダウン を推定する検量線の重相関係数は 0，69とやや低

か っ た （第 1表）。

　検定用試料で検定し た と こ ろ，近赤外分析値 と実測値

の相関係数は最高粘度が 0．78と，実用 に は 問題 が あるも

の の か な り高 か っ た が，ブ レ
ーク ダウン の 相 関は，O．13

と低 か っ た （デ
ー

タ略）。

　岩 元
5）
は澱粉及び飯の糊化度の違う試料を用 い て解析し，

C− H 基に由来する波長帯で吸収があ り，糊化度の変化に

対応した何等か の 構造変化を示 唆して い る こ とか ら，ア

ミロ グラム 特性 につ い て はさらに検討する必 要がある。

　　　　　　　　　　摘　　要

　近 赤外線分光分析計を用 い て 米の 食味を簡易に判定す

るために食味官能評価 と相関 の 高い 精米中の 窒索， ア ミ

ロ
ー

ス 含量及び ア ミ ロ グラム 特性の検量線を作成 した 。

1．窒素含量 の 測定精度は高 く，実用性が確認 された。

2．ア ミロ
ー

ス 含量 の 測定精度は食味計よ りも向上 し，

精度も高い こ とが確認 されたが．材料 の 幅を広げた り，

　化学 分析 値 の 測定方法 が 異 なる 場 合 の 検 討 が必 要 で あ

　る。

3．最高粘度の 推定 は あ る程度可能で あ る が ， ブ レーク

　ダウン の 推定は困難 で あ っ た。
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